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「
南
の
島
に
灯
篭
が
流
れ
る
。

日
本
聖
道
教
団
が
サ
イ
パ
ン
で
戦
没
者
慰
霊
祭
」
こ

れ
は
昭
和
六
三
年
二
一
月
二
七
日
毎
日
グ
ラ
フ
の
記
事
で
あ
る
。
「
こ
の
島
の
内
外

で
、
日
本
の
兵
士
や
一
般
の
人
た
ち
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
た
ち
が
、

己
の
命

を
ま
と
に
戦
い
、
そ
し
て
使
命
を
果
し
ま
し
た
。
今
こ
こ
に
私
た
ち
が
あ
ん
の
ん
と

平
和
に
、
繁
栄
の
中
で
生
活
で
き
る
の
も
、

そ
う
し
た
御
魂
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た

お
蔭
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
行
事
の
大
き
な
目
的
は
、
聖
霊
を
敬
っ
た
り
、
救
い
出
し
て
ふ
る
さ
と
へ

お
連
れ
す
る
こ
と
も
一
つ
の
使
命
で
す
。
け
れ
ど
も
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
我
々

が
、
わ
ず
か
四
十
数
年
前
の
戦
争
の
痛
み
、
辛
さ
苦
し
み
を
忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
へ
の
反
省
で
す
。
御
魂
た
ち
に
、
絶
対
に
あ
な
た
た
ち
の
犠
牲
は
、

く
り
返

し
ま
せ
ん
と
誓
い
ま
し
ょ
う
。
」
こ
れ
は
サ
イ
パ
ン
で
の
岩
崎
祖
師
の
言
葉
で
す
が
、

こ
れ
こ
そ
遺
族
会
の
基
本
理
念
で
あ
り
、
戦
後
の
政
治
家
の
哲
学
で
あ
り
、
戦
後
教

育
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
筈
だ
。

恩
給
受
給
者
中
心
の
遺
族
会
は
早
晩
消
え
て
な
く
な
る
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
良
い

筈
は
な
い
。
尾
道
護
国
神
社
奉
賛
会
員
を
中
心
に
尾
道
応
英
会
が
遺
族
会
に
と
っ
て

替
り

一
般
市
民
の
中
に
英
霊
顕
彰
運
動
が
定
着
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

そ
し
て
そ
の
基
本
理
念
が
青
壮
年
部
会
員
に
定
着
す
る
こ
と
が
敗
戦
五

O
周
年
記

念
だ
と
思
う
。

尾
道
遺
族
会
創
立
当
時

尾
道
遺
族
会
は
昭
和
二
二
年
九
月
一

一六
日
、
広
島
県
遺
族
会
結
成
前
に
結
成
さ
れ

県
遺
族
会
結
成
の
核
に
な

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
九
年
美
ノ
御
町
、
木
ノ
庄
町
、
原

田
町
が
合
併
さ
れ
、
昭
和
二
九
年

一一

月
尾
道
護
国
神
社
と
尾
道
英
霊
殿
が
西
久
保

町
大
本
山
西
国
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
。

昭
和
三

O
年
に
は
高
須
町
、

西
藤
町
、
百
島
町
が
合
併
し
、
昭
和
三
二
年
浦
崎
町

が
合
併
さ
れ
た
。
更
に
昭
和
四
五
年
向
東
町
が
合
併
し
て
一

O
万
都
市
と
な
り
、
尾

道
護
国
神
社
の
祭
神
は
三
、
三
二
七
柱
と
な
っ
た
。

尾
道
英
霊
殿
は
西
国
寺
の
経
典
が
納
め
で
あ
っ
た
経
堂
を
遺
族
会
の
要
望
で
西
国

寺
が
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
内
部
は
回
転
式
八
面
の
位
は
い
安
置
棚
と
西
側
(
裏
側
)
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側
面
に
二
面
の
位
は
い
安
置
棚
が
あ
り
、
約
三
、

0
0
0体
の
位
は
い
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
位
は
い
に
は
表
に
戦
没
者
の
戒
名
が
、
裏
に
戦
没
者
の
俗
名
と
戦
没
年
月

日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
英
霊
殿
は
年
四
回
(
四
月
二

一
目、

七
月
二
五
日
、

。

月
五
日

一
月
一
日
)
開
扉
さ
れ
、
遺
族
は
勿
論
の
こ
と
一
般
市
民
の
参
拝
に
供
し

て
い
る
。
写
真
は
平
成
四
年
七
月

一
九
日
厚
生
年
金
受
給
者
協
会
日
比
崎
支
部
の
参

拝
で
少
時
に
開
一
扉
し
た
も
の
で
す
。
平
成
元
年
約

一
、

0
0
0万
円
の
改
修
費
で
建

物
の
大
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
施
設
は
珍
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
。
尚

国
宝
金
堂
内
に
は
尾
道
市
戦
没
者
霊
位
と
書
か
れ
た
大
き
な
位
は
い
が
安
置
さ
れ
、

毎
日
西
国
寺
を
訪
れ
る
観
光
客
の
礼
拝
を
受
け
て
居
り
有
難
い
事
だ
と
思
う
。



尾
道
遺
族
会
の
組
織
と
役
員

組
織
は
遺
族
会
、
婦
人
部
、
青
壮
年
部
、
応
英
会
が
そ
れ
ぞ
れ
市
内
各
小
学
校
区

に
支
部
を
置
き
、
そ
の
下
に
各
町
内
会
毎
に
世
話
人
を
お
い
て
い
る
。

役
員
は
初
代
会
長
井
上
吉
次
郎
、
二
代
堀
田
秀
蔵
、
三
代
恵
谷
井
、

四
代
亀
田
義

光
と
続
き
、
副
会
長
は
漆
原
策
太
、
堀
田
秀
蔵
、
伊
場
英
三
、
小
田
原
恭
造
、

川
ノ

上
博
人
、
大
西
勝
吉
、
森
迫
佐
四
郎
、
井
上
政
夫
、
杉
原
三
郎
、
住
元
ト
シ
子
、
山

田
美
佐
枝
、
樋
野
ア
ヤ
子
、
蔵
本
英
生
、
福
島
弘
と
続
い
て
い
る
。

事
務
局
は
昭
和
四
二
年
に
新
設
さ
れ
局
長
は
亀
田
義
光
、
二
代
平
岡
九
十
六
、

三

代
村
上
素
美
子
、
四
代
奥
田
文
子
と
続
い
て
い
る
。

婦
人
部
は
県
婦
人
部
結
成
時
能
見
部
隊
長
夫
人
が
就
任
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
四
年

再
建
さ
れ
、
住
元
ト
シ
子
が
就
任
し
、
山
田
美
佐
枝
と
続
い
て
い
る
。

青
壮
年
部
の
結
成
は
昭
和
四
九
年
で
初
代
部
長
は
島
原
重
光
、
二
代
蔵
本
英
生
と

続
い
て
い
る
。

昭
和
五
二
年
尾
道
遺
族
会
結
成
三

O
周
年
を
期
し
て
、
遺
族
会
と
併
行
し
て
尾
道

英
霊
に
こ
た
え
る
会
が
組
織
さ
れ
、
初
代
会
長
小
出
ょ
う
こ
う
(
現
県
議
)
、
二
代

碕
木
静
間
(
現
市
老
連
副
会
長
)
三
代
亀
田
や
す
た
ま
(
元
市
教
育
長
)
と
続
い
て

い
る
。
更
に
応
英
会
中
に
昭
和
六
三
年

一
月
備
後
護
国
神
社
奉
賛
会
尾
道
支
部
が
結

成
さ
れ
支
部
長
は
恵
谷
井
か
ら
中
司
孝

一
郎
と
続
き
、
昭
和
六
三
年
七
月
尾
道
護
国

神
社
奉
賛
会
が
結
成
さ
れ
、
会
長
中
浜
民

一
で
応
英
会
と

一
体
に
な

っ
て
活
動
を
続

け
て
居
り
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら
尾
道
市
戦
没
者
追
悼
式
は
、
尾
道
遺
族
会
、
尾
道

応
英
会
、
尾
道
護
国
神
社
奉
賛
会
の
共
催
と
な

っ
て
い
る
。

尾
道
遺
族
会
の
年
間
行
事

年
間
行
事
は
四
月
、
春
の
慰
霊
祭

(仏
式
)
定
期
総
会
、
六
月
、
全
国
研
修
会
、

八
月
、
臨
時
総
会
、
会
報
(
雲
峰
)
発
行
、
九
月
、
忠
魂
碑
め
く
り
、

二
月
、
遺
族
大
会
、
一
O
月
、
尾

道
市
戦
没
者
追
悼
式

(神
式
)
慰
霊
祭
(
仏
式
)

一
月
、
尾

道
護
国
神
社
初
詣
で
、
二
月
、
臨
時
総
会
、
会
報
発
行
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
年
四

回
の
英
霊
殿
開
扉
と
毎
月

一
回
護
国
神
社
清
掃

(婦
人
部
)
が
あ
る
。

尾
道
遺
族
会
の
予
算
と
経
費

会
費
は
年
二
五

O
O円
(
恩
給
受
給
者
約
四

O
O人
)
で
会
費
収
入
は

一
O
O万

円
で
尾
道
市
補
助
金
二
五
万
円
と
県
遺
族
会
補
助
が
収
入
合
計
で
あ
る
。

経
費
は
支
部
費
一

O
万
円
、
婦
人
部
、
青
壮
年
部
、
応
英
会
補
助
二
O
万
、
会
報
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費
五
万
円
、
県
本
部
分
担
金
五

O
万
円
、
更
に
追
悼
式
費
用
を
差
し
引
け
ば
本
部
経

費
は

一
O
万
円
余
り
で
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

英

霊

顕

彰

運

動

靖
国
神
社
団
体
参
拝
は
昭
和
四

0
年
代
後
半
か
ら
、
五

0
年
代
、
六

0
年
代
初
め

ま
で
年
二
回
実
施
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
備
後
遺
族
連
盟
主
催
の
も
の
に
合
流
し
、

尾
道
遺
族
会
は
中
園
地
方
護
国
神
社
巡
り
に
切
り
替
え
て
こ
れ
も
平
成
四
年
終
了
し

た
。
尾
道
市
内
忠
魂
碑
め
ぐ
り
は
応
英
会
結
成
以
来
毎
年
実
施
し
て
い
た
が
、
平
成

四
年
か
ら
二
年
に
一
回
実
施
に
変
更
さ
れ
た
。



英
霊
顕
彰
運
動
で
最
も
必
要
な
こ
と
は
広
報
活
動
で
あ
る
。
今
日
の
マ
ス
コ
ミ
の

報
導
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
重
要
な
こ
と
は
英
霊
の
声
で
も
あ
ろ
う
。

尾
道
遺
族
会
は
青
壮
年
部
結
成
を
機
に
青
壮
年
部
会
員
に
よ
っ
て
会
報
(
雲
峰
)

が
創
刊
さ
れ
、

そ
の
後
遺
族
会
に
引
継
い
だ
た
め
、

昭
和
六

O
年
か
ら
五
ヶ
年
毎
年

一
回
婦
人
部
、
青
壮
年
部
特
集
号
を
発
行
さ
せ
た
が
、
年
二
回
の
発
行
と
併
せ
て
現

在
五

O
号
ま
で
発
行
し
て
い
る
。

尾
道
応
英
会
は
昭
和
五

二
年
結
成
と
と
も
に
会
報

(
万
桜
)
を
五
月
三
臼
と
一
一

月
三
日
に
発
行
し
て
居
り
、
こ
れ
も
三
四
号
ま
で
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
会
報
が
そ
の
時
点
の
問
題
を
論
評
し
、
広
く
県
下
の
遺
族
に
配
布
し

た
こ
と
は
、
県
遺
族
会
五

O
年
誌
の
先
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

あ

が

き

と

今
後
の
遺
族
会
は
恩
給
受
給
者
が
急
速
に
減
少
し
、
会
費
に
よ
る
運
営
は
出
来
な

く
な
る
。
尾
道
遺
族
会
は
平
成
五
年
度
事
業
と
し
て
基
金
の
積
立
て
を
お
願
い
し
、

そ
の
利
子
で
慰
霊
祭
だ
け
は
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
尾
道
市
戦
没
者
追
悼
式
は
青
壮
年
部
か
ら
応
英
会
に
引
き
継
い
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
一
般
市
民
も
参
加
す
る
護
国
神
社
奉
賛
会
加
入
を

一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
呼
び
か
け
た
い
。

尾
道
市
内
の
英
霊
顕
彰
施
設

遭
難
軍
人
の
碑

士
口
知
町
国
道
二
号
線
北
、
昭
和
八
年
三
原
市
前
回
徳
一
建
立

2 

忠
魂
碑

3 

英
霊言

塔

た
も
の
を
昭
和
田

O
年
英
霊
塔
と
し
て
改
修
し
市
内
の
戦
没
者
を
合
杷
し
た
。

栗
原
町
八
幡
神
社
境
内
、
大
正
一
二
年
九
月
在
郷
軍
人
会
建
立

4 

忠
魂
社

5 

忠
魂
碑

6 

忠
魂
碑

7 

忠
魂
碑

吉
和
町
八
幡
神
社
境
内
、
明
治
四
四
年
一
一
月
在
郷
軍
人
会
建
立

土
堂
町
千
光
寺
公
圏
内
、
明
治
に
尾
道
市
が
忠
魂
碑
と
し
て
建
立
し

美
ノ
御
町
藤
井
川
公
民
館
横
、
昭
和
三
年
一
一
月
在
郷
軍
人
会
建
立

原
田
町
最
円
寺
境
内
、
昭
和
三
年
一
一
月
在
郷
軍
人
会
建
立

高
須
町
大
本
山
浄
水
場
入
口
、
昭
和
八
年
一

O
月
在
郷
軍
人
会
建
立

者
の
会
建
立

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑

東
尾
道
卸
団
地
内

昭
和
六
三
年
尾
道
地
区
原
爆
被
害

8 9 

英
雪量

事喜

10 

慰
霊
碑

山
波
町
専
唱
寺
境
内
、
昭
和
五
二
年
山
波
町
遺
族
会
建
立

向
東
町
八
幡
神
社
境
内
、
昭
和
四
七
年
九
月
向
東
町
遺
族
会
建
立

(
尾
道
遺
族
会
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亀
田
義
光
記
)

尾
道
遺
族
会
婦
人
部

尾
道
遺
族
会
婦
人
部
長

山

美
佐
枝

田

「
一
口
に
四
二
年
と
言
え
ば
永
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な、

言
葉
に
言
い
表
わ
せ
な
い

け
れ
戸
二
瞬
脳
裏
に
は
赤
紙
召
集
、
氏
紙
様
の
武
運
長
久
祈
願
、
我
が
家
を
後
に
肉

親
と
の
別
れ
等
、
次
か
ら
次
と
鮮
や
か
に
昨
日
の
如
く
目
に
浮
か
び
ま
す
。

昭
和
二

O
年
八
月
一
五
日
天
皇
陛
下
の
御
言
葉
が
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
全
国
に
流
れ

た
時
は
、
余
り
の
悲
し
さ
に
身
も
心
も
ロ
|
ソ
ク
の
燃
え
つ
く
し
た
よ
う
に
放
心
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
親
子
四
人
頑
張
っ

て
元
気
で
夫
の
帰
国
を
待
た
ね
ば
申
訳
な
い
と
一
生
懸
命
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
期
待



に
反
し

ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
で
戦
死
の
公
報
が
入
り
泣
く
に
も
泣
け
ず
、
寒
い
日
に
雀

が
か
ば
う
様
に
部
屋
の
片
隅
で
子
ど
も
と
抱
き
合
い
肩
を
す
く
め
て
泣
き
明
し
ま
し

た
。
召
集
の
来
た
そ
の
時
よ
り
私
達
の
運
命
は

一
変
し
苦
難
の
道
が
始
り
ま
し
た
。

其
の
後
の
生
活
の
有
様
は
私
が
書
か
な
く
て
も
皆
様
も
同
じ
事
と
思
い
ま
す
。
初

め
は
戦
死
し
た
夫
を
恨
み
ま
し
た
。
私
が
三
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
こ
ん
な
に
苦
労

し
て
い
る
の
が
解
り
ま
せ
ん
か
。
解
れ
ば
助
け
て
下
さ
い
と
。
で
も
月
日
の
流
れ
は

有
難
い
も
の
で
、
今
で
は
私
達
が
幸
せ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

亡
き
人
が
い
と
お
し

く
、
恋
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
」
こ
れ
は
尾
道
市
婦
人
部
長
住
元
ト
シ
子
さ
ん
が
昭

和
六
二
年
五
月
雲
峰
(
会
報
)
に
の
せ
た
文
の

一
部
で
す
が
、
婦
人
部
の
会
員
は
皆

同
じ
想
い
の
戦
後
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
元
さ
ん
は
昭
和
四
四
年
尾
道
遺
族
会
婦
人
部
を
結
成

(正
確
に
は
再
建
)
さ
れ

た
人
で
、
昭
和
五

O
年
尾
道
護
国
神
社
を
毎
月
一
回
清
掃
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
人

で
、
清
掃
作
業
は
今
日
ま
で
続
い
て
居
り
ま
す
。
又
昭
和
六

O
年
か
ら
五
ヶ
年
、
毎

年

一
回
婦
人
部
、
青
壮
年
部
合
同
の
会
報
特
集
号
の
発
行
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
婦
人
部
結
成
と
と
も
に
支
部
婦
人
部
長
、
遺
族
会
支
部
長
を
歴
任
し
て
居
り

ま
し
た
が
、

二
代
目
婦
人
部
長
就
任
は
平
成
二
年
で
、

そ
れ
以
来
尾
道
護
国
神
社
の

こ
と
は
青
壮
年
部
が
中
心
で
、
英
霊
殿
の
こ
と
は
婦
人
部
が
中
心
に
な
る
と
言
う
不

文
律
の
様
な
も
の
が
出
来
ま
し
た
。

尾
道
護
国
神
社
の
由
来

初
代
井
上
吉
次
郎
会
長
を
中
心
に
、
昭
和
二

二
年
遺
族
会
を
結
成
し
た
当
時
の
支

部
長
、
世
話
人
の
方
々
が
、
遺
族
の
寄
付
さ
れ
た
基
金
を
中
心
に
、

一
般
寄
付
を
含

め
て
造
営
し
た
も
の
で
、
鳥
居
、
灯
棲
、
拝
殿
、
奥
殿
、
遺
族
会
館
か
ら
成
り
、
昭

和
二
七
年
の
平
和
条
約
締
結
後
、
年
七
千
円
の
扶
助
料
を
中
心
に
し
た
戦
没
者
遺
族

援
護
法
の
制
定
を
機
に

段
と
盛
り
上

っ
た
尾
道
遺
族

会
の
結
束
の
象
徴
と
し
て
、

昭
和
二
九
年
一
一
月
完
成
し

た。

尾 道護 国神社

そ
の
後
石
垣
、
鳥
居
、
拝

殿
、
遺
族
会
館
、
奥
殿
と

一

部
改
修
は
あ
っ
た
が
、
総
て

最
初
の
も
の
で
あ
る
。
特
に

拝
殿
前
の
木
の
灯
棲
は
伊
勢

神
宮
よ
り
移
さ
れ
た
も
の
で

(
平
成
五
年
が
式
年
遷
宮
で

一368一

あ
る
か
ら
四

O
年
前
)
あ
る

と
言
う
。

は
な
く
関
係
者
は
全
員
故
人
で
不
明
で
あ
る
が
、
安
銭
箱
の
裏
に
広
島
音
士
ロ
の
銘
が

工
費
そ
の
他
祥
し
い
記
録

本
山
西
国
寺
が
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

あ
り
、
春
秩
の
慰
霊
祭
に
た
て
て
い
る
織
り
に
寄
贈
者
の
氏
名
が
あ
る
。
敷
地
は
大

祭
神
は
当
初
山
波
、
筒
陽
、
久
保
、
長
江
、
土
堂
、
吉
和
、

日
比
崎
、
栗
原
、
久

併
で
高
須
、

山
田
、
美
ノ
御
、
木
ノ
庄
、
原
因
の

二
二
七
五
体
が
合
間
さ
れ
、
そ
の
後
の
町
村
合

そ
の
後
判
明

西
藤
、
浦
崎
、
百
島
、
向
東
の
七
七
五
体
が
合
杷
さ
れ
、

し
た
二
七
七
体
を
併
せ
て
合
計
三
三
二
七
柱
が
合
記
さ
れ
て
い
る
。
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尾

道

市

樋

ア
ヤ
コ

野

私
の
家
族
は
父
母
、
弟
五
人
和
や
か
な
毎
日
を
過
し
て
居
り
ま
し
た
。
結
婚
二
年

七
ヶ
月
余
り
で
し
た
。
昭
和
一
六
年
九
月

一
六
日
思
い
も
染
め
ぬ
召
集
令
状
が
届
き

ま
し
た
。
一
二
日
後
の
入
隊
で
唯
々
う
ろ
た
え
る
ば
か
り
で
、
特
に
軍
事
秘
密
時
代
で
、

風
呂
敷
一
つ
の
私
服
で
然
も

一
人
で
広
島
五
師
団
に
入
隊
し
ま
し
た
。

そ
の
後
一
回
の
面
会
も
許
さ
れ
ず
、
出
征
後

一
週
間
目
、
宇
品
港
か
ら
入
隊
の
際

着
て
い
っ
た
服
と
靴
が
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
靴
の
中
に
一
枚
の
紙
が
あ
り
「
本
日
字

品
を
出
港
す
る
。
行
く
先
不
明
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

当
時
私
は
身
重
で
し
た
が

一
一
月
五
日
長
男
が
生
れ
ま
し
た
。

一
日
千
秋
の
思

い
で
音
信
を
待

っ
て
居
り
ま
し
た
ら
丁
度
一
ヶ
月
振
り
に
仏
印
か
ら
検
閲
ず
み
の
葉

書
が
届
い
た
の
で
、
早
速
子
ど
も
の
名
前
と
写
真
を
送
り
ま
し
た
が
、
両
親
も
ホ
ツ

と
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

暫
く
し
て
便
り
が
あ
り
「
男
児
出
生
、
親
子
と
も
健
康
を
喜
ぶ
。
早
く
子
ど
も
を

抱
い
て
親
父
ら
し
く
な

っ
て
見
た
い
。
」
と
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。

弟
は
松
山
の
航
空
隊
に
入
隊
し
て
居
り
ま
し
た
が
終
戦
と
と
も
に
帰
宅
し
、
間
も

な
く
結
婚
し
て
分
家
し
ま
し
た
。

昭
和
二

一
年
四
月

一
四
日
桜
が
満
開
の
頃

レ
ン
パ
ン
島
に
て
戦
死
の
公
報
が
入

り
、
待
ち
望
ん
だ
楽
し
み
が
、
苗
す
も
希
望
も
な
い
生
活
に
変
り
ま
し
た
。

当
時
子
ど
も
は
四
才
で
、
「
こ
の
次
の
船
で
お
父
さ
ん
が
帰
る
か
ら
ネ
」
を
繰
り

返
し
て
居
り
ま
し
た
の
で
、

ど
ん
な
に
か
会
い
た
か
っ
た
か
と
思
い
、
今
で
も
子
ど

も
に
申
訳
な
い
と
思
い
ま
す
。
母
は
昭
和
三
四
年
死
亡
し
、

父
も
昭
和
三
八
年
死
亡

し
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
っ
て
や
っ
と
生
活
に
落
ち
着
き
が
で
た
の
で
は
な
レ
か
と

ふ
り
返

っ
て
お
り
ま
す
。

マレ
l
半
島
戦
跡
巡
拝

永
年
の
念
願
で
あ
っ
た
夢
が
実
現
し
、
昭
和
五
七
年

一一

月
五
日
広
島
戦
跡
巡
拝

団
に
同
行
さ
せ
て
頂
き
、

一
行

一
六
名
(
肉
親
の
方
が
各
地
か
ら
集
り
)

で
尾
道
か

ら
杉
原
さ
ん
、
宮
原
さ
ん
と
三
名
。
大
阪

一
泊、

翌
朝
一
一
月
六
日
大
阪
発
一

O
時

四
五
分
、
パ
ン
コ
ッ
ク
一
八
時
着
。

七
日
か
ら
パ
ス
借
り
切
り
で
激
戦
で
あ
っ
た
肉

親
の
死
亡
場
所
に
祭
壇
設
置
、
内
地
か
ら
持
参
し
た
英
霊
の
好
物
を
供
え
、
献
花
、

献
灯
の
後
、
君
ケ
代
斉
唱
、
三
浦
団
長
詩
吟
朗
詠
、
追
悼
文
奏
上
す
る
。

一一

月
九
日
杉
原
さ
ん
の
追
悼
は
カ
ン
パ
ル
の
木
影
の
静
か
な
場
所
で
行
わ
れ
、

一
俣
が
流
れ
る
中
に
も
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
し
た
。
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私
の
主
人
は
シ
ン
、
ガ
ポ

l
ル
勤
務
で
し
た
が
、
終
戦
後
無
人
島
レ
ン
パ
ン
に
集
結

二一

年
四
月

一
四
日
マ
ナ
リ
ア
で
死
亡
。
当
地
に
は
渡
ら
れ
ず
、

二
一

日
シ
ン
、
ガ
ポ

i

ル
日
本
人
墓
地
巡
拝
の
予
定
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
周
囲
に
は
青
葉
や

美
し
い
花
が
咲
い
た
芝
生
に
朝
露
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
杉
原
さ
ん
が
ナ
イ
ロ
ン
の

風
呂
敷
を
敷
い
て
下
さ

っ
た
の
を
感
謝
し
乍
ら
、
急
造
の
仮
祭
壇
を
作
り
、
持
参
し

た
追
悼
文
を
読
み
ま
し
た
。
な
き
夫
を
想
い
重
ね
て
幾
久
し
、
話
す
言
葉
も
続
か
ざ

り
け
り
。
永
年
の
念
願
叶
い
。

マ
レ

l
半
島
一

一
O
O
K
の

一
本
道
路
横
断
巡
拝
も

無
事
終
り
、
午
後
は
機
中
の
人
と
な
る
。

一一

月

一
二

日
大
阪
着
。

一
三
日
同
行
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ
て
帰
宅
し
た
。

現
代
で
は
年
老
い
て
巡
拝
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
私
た
ち
の
経
験
し
た
悲
惨
な

戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
語
り
続
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の
英
霊
の
ご
冥

福
を
祈
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。



父

戦

死

の尾
道
市
遺
族
会
青
壮
年
部
長

蔵

生

本

英

昭
和
二

O
年
六
月
一
五
日
摩
文
仁
に
て
玉
砕
戦
死
。
戦
死
の
公
報
に
は
そ
う
書
か

れ
て
居
り
ま
し
た
。
戦
死
の
一
ヶ
月
前
の
五
月
一
五
日
私
た
ち
子
ど
も
達
、
特
に
男

の
子
二
人
に
対
し
て
の
歌
を
詠
ん
で
の
最
後
の
便
り
が
、

不
思
議
な
こ
と
に
届
き
ま

し
た
。「

大
君
の
御
楯
と
散
ら
ん
山
桜
、

や
が
て
春
待
つ
靖
国
の
森
」

「
聖
戦
の
御
楯
と
散
ら
ん
山
桜
、
尚
春
を
待
つ
若
桜
あ
り
」

「
聖
戦
の
醜
の
御
楯
と
散
る
我
は

七
度
生
き
て
国
を
護
ら
ん
」

丁
度
我
が
家
は
一
六
才
の
兄
を
頭
に
、
男
二
人
女
二
人
の
四
人
兄
弟
で
し
た
。

の
手
で
、
祖
父
、
祖
母
の
助
け
を
受
け
て
一
家
を
支
え
て
来
ま
し
た
。
家
は
農
家
で

食
べ
る
も
の
は
有
り
ま
し
た
が
、

母
は
一
苦
労
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
旧
中

学
校
を
卒
業
し
母
と
と
も
に
家
を
つ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
母
は
過
労
が
原
因
だ

と
思
い
ま
す
が
、

五
二
年
一
一
月
が
ん
で
死
亡
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
私
の
子
ど
も

が
小
学
校
に
入
っ
た
頃
で

P
T
A
の
役
員
を
や
ら
さ
れ
て
も
、
遺
族
会
の
事
は
余
り

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

青

壮

年

部

と

私

尾
道
で
は
遺
族
会
の
支
部
長
が
、
学
校
区
毎
に
支
部
青
壮
年
部
長
を
推
せ
ん
さ
れ

そ
の
支
部
青
壮
年
部
長
が
集
っ
て
、
尾
道
市
遺
族
会
青
壮
年
部
を
結
成
し
、
互
選
で

島
原
さ
ん
が
、
青
年
部
長
に
就
任
し
た
の
が
四
九
年
四
月
で
す
。
当
時
遺
族
会
事
務

局
長
(
現
会
長
)
が
青
壮
年
部
結
成
の
記
念
に
青
壮
年
部
を
指
導
し
て
、
創
刊
さ
れ

た
の
が
、
現
在
の
遺
族
会
々
報
(
雲
峰
)
で
す
。
私
が
支
部
青
壮
年
部
長
に
就
任
し
、

更
に
二
代
目
青
壮
年
部
長
に
就
任
し
た
の
は
五
六
年
四
月
で
す
。
昭
和
六

O
年
か
ら

婦
人
部
と
合
同
で
五
ヶ
年
年

一
回
の
婦
人
部
、
青
壮
年
部
特
集
号
を
発
行
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
、
婦
人
部
と
の
一
体
化
が
進
み
、
更
に
遺
族
会
と
は
何
か
、

の
勉
強

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
組
織
は
遺
族
会
と
同
じ
く
三
役
支
部
青
壮
年
部
長
l
青

壮
年
部
世
話
人
|
会
員
と
作
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、

シ
ャ
ド
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
役

割
り
も
果
し
て
居
り
ま
す
。
現
在
で
は
遺
族
会
の
支
部
長
の
半
数
は
青
壮
年
部
員
で

あ
り
ま
す
。

平
成
元
年
亀
田
会
長
就
任
と
と
も
に
青
壮
年
部
長
は
副
会
長
に
格
上
げ
し
、
英
霊

殿
の
大
改
修
を
や
り
乍
ら
、
青
壮
年
部
は
も

っ
と
前
へ
、
も

っ
と
前
へ
を
連
発
さ
れ

ま
し
た
。
青
壮
年
部
も
そ
れ
に
答
え
て
尾
道
護
国
神
社
の
鳥
居
、
拝
殿
、
本
殿
の
〆

母

縄
造
り
や
、

-370-

周
囲
の
草
刈
り
作
業
な
ど
、
青
壮
年
部
が
引
受
け
て
居
り
ま
す
。

更
に
県
下
に
先
が
け
て
平
成
三
年
度
か
ら
三
ヶ
年
計
画
で
、
親
会
と
の

一
体
化
運

動
を
進
め
、
平
成
五
年
度
か
ら
副
会
長
の
中
二
人
は
青
壮
年
部
か
ら
の
方
針
で
福
島

副
部
長
が
副
会
長
に
昇
格
し

一
一
月
の
結
成
二

O
周
年
記
念
大
会
は
総
て
青
壮
年

部
が
運
営
し
、
遺
族
会
と
の

一
体
化
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し

た。

一
O
月

一
六
日
の
県
青
壮
年
部
研
修
会
の
平
成
七
年

一
体
化
論
は
実
践
に
裏
う

ち
さ
れ
な
い
抽
象
論
に
終
始
し
た
よ
う
で
、
尾
道
の
現
実
と
は
大
分
お
く
れ
て
い
る

と
思
う
。
遺
族
会
は
宗
教
団
体
で
は
な
い
。
遺
族
会
が
主
催
す
る
慰
霊
祭
は
そ
の
形

が
ど
う
で
あ
れ
単
な
る
宗
教
行
事
で
は
な
く
、
英
霊
顕
彰
運
動
な
の
だ
。
そ
の
事
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
か
な
い
と
婿
国
神
社
の
公
式
参
拝
は
実
現
す
る
筈
は
な
い
。

恩
給
を
も
ら
う
か
ら
慰
霊
祭
を
す
る
の
で
は
な
い
。
命
を
捨
て
て
こ
の
固
と
同
胞
を

守
ろ
う
と
し
た
人
に
頭
を
下
げ
る
の
だ
。
こ
れ
は
宗
教
で
は
な
い
。
道
徳
な
の
だ
。

こ
れ
は

一
遺
族
の
問
題
で
は
な
い
。
国
民
の
問
題
で
あ
る
。
世
界
に
通
用
す
る
国
際



儀
礼
が
こ
の
国
で
は
通
用
し
な
い
。
そ
の
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

私

の

戦

後

尾
道
市
青
壮
年
部
副
部
長

福

弘

島

昭
和
二
ハ
年
、
私
に
と

っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
年
で
あ
り
ま
す
。
私
の
六
歳
の
時
、

国
民
学
校
入
学
の
年
、

又
父
の
戦
死
の
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
数
え
て
五
二
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
父
へ
の
想
い
出
は
顔
が
お
ぼ

ろ
げ
に
浮
ん
で
く
る
位
で
す
。
幼
い
弟
二
人
は
、

父
の
顔
も
戦
死
し
た
こ
と
も
理
解

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た
母
が
祖
父
、
祖
母
と
と
も
に
、
子
ど
も
三
人
か
か

え
て
苦
労
さ
れ
た
想
い
出
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
達
の
国
民
学
校
時
代
は
、
戦
中
か
ら
戦
争
末
期
の
時
代
で
、
皇
国
の
使
命
に
基

づ
い
た
教
育
を
受
け
、
神
国
、
神
風
を
信
じ
て
疑
わ
な
か

っ
た
。
大
和
魂
を
教
え
込

ま
れ
、
英
霊
は
国
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

そ
し
て
敗
戦
「
う
そ
」
で
有

っ
て
欲
し
い
と
願

っ
た
こ
と
を
今
で
も
、

は
っ
き
り

と
覚
え
て
い
ま
す
。
戦
中
、
戦
後
の
少
年
期
、

父
無
し
子
と
し
て
、
淋
し
い
思
い
、

く
や
し
さ
に
涙
し
た
当
時
の
様
々
な
想
い
出
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
脳
裏
を
か
け
め
ぐ

り
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

時
は
め
ぐ
り
、
時
代
は
大
き
く
変

っ
て
お
り
ま
す
が
、
尾
道
遺
族
会
は
「
靖
国
神

社
公
式
参
拝
の
定
着
化
を
図
ろ
う
」
と
「
初
詣
で
は

護
国
神
社
に
詣
ろ
う
」
を
活

動
方
針
に
か
か
げ
て
居
り
ま
す
。
市
内
に
も
尾
道
護
国
神
社
が
あ
り
、
英
霊
殿
も
あ

り
ま
す
。
各
学
区
に
招
魂
社
、
忠
魂
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
を
想
い
偲
ぶ
時
、
如
何
に
英
霊
を
奉

っ
て
い
た
か
解
り
ま
す
。
移
り
変
り
行

く
世
の
中
、
人
々
の
心
も
気
持
も
変

っ
て
行
く
現
代
で
あ
っ
て
も
、
英
霊
を
偲
び
、

何
時
の
世
迄
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
が
、
我
々
遺
族
の
念
顕
で
あ
り

ま
す
。
今
は
亡
き
恵
谷
前
会
長
が
青
壮
年
部
と
し
て
私
が
初
対
面
の
時
「
若
い
君
達

が
出
て
く
れ
た
の
で
非
常
に
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
靖
国
神
社
が
国
家
護
持
に
な
ら

な
け
れ
ば
死
ん
で
も
死
に
切
れ
ん
。

し
っ
か
り
頼
む
。
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
今

で
も
昨
日
の
如
く
脳
裏
に
よ
み
が
え
り
、
青
壮
年
部
と
し
て
全
力
を
尽
す
覚
悟
で
お

り
ま
す
。

婦
人
部
結
成
二
五
周
年

青
壮
年
部
結
成
ニ

O
周
年

平
成
五
年

一一

月
一二

日
尾
道
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
記
念
大
会
が
聞
か
れ

一371-

る
。
大
会
次
第
は

一
、
開
会
の
辞
、
二
、
婦
人
部
長
挨
拶
、
青
壮
年
部
長
挨
拶
、

三
、

大
会
決
議
文
採
択
、

四
、
記
念
朗
読

ロ
、
靖
国

ィ
、
今
後
の
遺
族
会
の
在
り
方

神
社
慰
霊
大
祭
々
文
、
五
、
記
念
表
彰
者
の
紹
介

ィ
、
支
部
婦
人
部
長
在
任
二
五

年
(
住
元
ト
シ
子
、
津
田
マ
ス
エ
、
藤
井
由
、
藤
田
朝
子
)
、

ロ
、
支
部
青
壮
年
部

長
在
任
二
O
年

(砂
田
元
也
、
永
井
政
昭
、
津
田
澄
、
神
原
啄
滋
)
六
、
来
賓
祝
辞
、

七
、
閉
会
の
辞
と
な
っ
て
お
り
、
私
の
司
会
で
、
蔵
本
部
長
、
佐
藤
副
部
長
、
高
須

副
部
長
、
三
藤
事
務
長
、
細
谷
会
計
の
青
壮
年
部
役
員

(三
役
)
総
員
で
運
営
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
「
総
て
を
青
壮
年
部
へ
。
」
現
会
長
の
相
言
葉
を

一
日
で
も
早

く
消
化
す
る
よ
う
尾
道
遺
族
会
青
壮
年
部
は
燃
え
て
い
る
。


